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（７）単元指導計画　　全 16 時間（本時　１／ 16）





































































































































































































































































































３ 学校の物○○ cm3 クイズ
づくりをする。
身の回りの物の面積を求
めようとする。
（９）本時の目標
・手のおよその面積を工夫して求められる。
・既習事項を生かして、手の面積を求めようとしている。
（10）本時の展開
学習活動 指導上の手立て・留意点 評価の観点
導
入
１．本時の課題を知る。
○ 日常生活の中で、面積の公式が使
える場面が少ないことを知る。
○手の面積を求めることを知る。
□ 身のまわりの物を思い浮かべ、面積の公式を使
える形が少ないことに気づかせる。
展
開
２．活動確認、自力挑戦
問題　手の面積を求めよう。
○ 個別で考え、問題文に吹き出しを
つけ、そこに思ったことを書く。
‌ 自力挑戦
・わからない
・面積の公式が使えない
・だいたいの面積しかわからない
○ 今までの面積の学習との違いを考
えて、めあてを作る。
めあて　でこぼこがある形のおよその面積を求めるには？
□ 吹き出しには、何を書いてもよいという声かけ
をすることで、「わからない」という素直な気
持ちが出るようにする。
□ 「わからない」という思いを切り口にして、今
までの面積の問題との違いに全員が気づけるよ
うにして、めあてを作る。
（149）
○ 吹き出しに書いたことを紹介し、
考えの見通しをもつ。
・長方形だと見立てて考える
・公式が使える形に見立てて考える
・マス目を数えて答えを出す
○ でこぼこがある形のおよその面積
を求めるために、必要な学習の流
れを自分たちで考える。
・自分で考える
・グループで考える
・全体で考える
・まとめ
・ふりかえり
・練習
○ でこぼこの形を求めるには、どの
方法が良いかを考え、ノートに書
く。　自力挑戦
□ 自力挑戦の時点で考えの見通しがたった児童の
吹き出しを紹介することで全員が考える見通し
をもてるようにする。
□ めあて達成のためには、どのように学習を進め
ればよいかを考えることで、自分たちで問題を
解決しようという意識を持たせる。
□ 考えを持ちにくい児童には、板書した吹き出し
をもとに、助言する。
　（準備物）方眼付きの図
□ わからないことが出てきた場合は、板書し、全
員で解決する。
思考
およその面積を工夫し
て求められている。
（ノート・発表）
３．グループ交流
○グループを作る。
○ お互いの考えにアドバイスをす
る。
□ ネームプレートを使って、その場で３人組を作る。
（準備物）名前のプレート
□ アドバイスすることで、自分の考えの問題点に
気づいたり、さらに考えを深められるようにす
る。
思考
自分の考えをわかりや
すく説明している。
（ノート・発表）４．全体交流
○クラス全体に発表する。
○ 他のグループの考えについて、ア
ドバイスをする。
□考えを整理するために
①マス目の考え方
②あよその形１つでみた考え方
③およその形複数個でみた考え方
の順番で発表させる。
□ どの考えが一番優れているかではなくそれぞれ
の良さと問題点を意識できるようにする。
ま
と
め
５．まとめ　と　ふりかえり
○ 学習で大事だと思うキーワードを
全員で考え、まとめる。
□ 自分たちの言葉で、大事なポイントを考えるこ
とで、学習をまとめられるようにする。
（150） 小学校算数科における問題解決学習の一考察
・マス目で数えるとわかりやすい
・ 図形を公式が使える形とみて計算
するとよい
○ 今日の学習で考えたことを振り返
る。
６．練習問題
□ 振り返りを発表させて、吹き出しを使って板書
する。
□ 自分がやりやすい求積方法を選択させること
で、本時の学習での学びを定着出来るようにす
る。
（11）板書計画
め
問
でこぼこがある形のおよその面積を求めるには？
手の面積を求めよう
図
自
ま
ふ
練
図 図 図
図 図 図
キーワード
・マス目
・公式が使える形
４．考察（成果と課題）
　【　２年　かけ算の授業　】では、挿絵にブラインドをかけ、パッパッと短く見せられて、のりものに乗っている人数
を解決しようとさせる場面を自力挑戦とした。つまり、一定時間を一人ひとりに任せ、黙って待つのではなく、理解不十
分だったりわからない子どもにはわからないとつぶやかせた。そうすることで、「さっきと同じような増え方をするかも
…」、「次も２人ずつ増えていくのかな」などのつぶやきから思考が深まった。そして、「同じ数ずつ増えているから１枚
だけめくればいい」、「１つだけわかれば、あとは数えられる」などの、一人ひとりが挑戦している発言が出てきた。
　また、それで終わるのではなく、「同じ人数ではないもの（ボート）も設定することで、「同じ数ずつのものがあるとき、
いくつ分がわかれば、ぜんぶの数を求められる。」ことをおさえる（定着させる）ことができた。
【　６年　およその面積の授業　】でも、黙って待つという時間は改善された。低学年ほどではないが、わからない子ど
もがつぶやくという場面が生まれた。
　また、高学年ではペアやトリオや班単位の小グループで思いを出し合うことで助言になったりして、結果的に一人ひと
りの参加意欲が高まった。何より、「わからない」ということを発言できる土壌が醸成されたことが最大の効果であった。
　さらに、吹き出し付きの学習プリントも、すぐに正解を書かなければならなかったプリントとは違い、自由に思いを書
だいたいの面積しかわからない
面積の公式は使えないわからない
長方形だと考える
他の形でもＯＫ？
マス目を数える
マス目の方法ならどれでも使える！
（151）
け、それをもとに発言したり交流できていた。逆に、解決の見通しが立てられた子どもの吹き出しを紹介することで、他
の多くの子どもたちの見通しを立てることに役立った。
５．おわりに
　「１対多」、一人の教師が多人数の子どもたちに一方的に学習内容を教授し、知識詰め込みの学習形態が子どもたちにとっ
て生きて働く力にならない。そこで重要になるのは問題解決型の学習過程だが、半世紀の実践で、その「枠」「型」にと
らわれすぎて、その学習形態、学習過程さえ実践すれば問題解決学習はできていると思われている場合も増えた。それで
は、真に子どもたちが未知の問題を既知のことを手掛かりとして可能な限り自らの力で解決していこうとする学習活動の
過程にはならない。つまり、形骸化してきているという危惧がある。そこで、「自力解決」の段階に焦点を当てて、「自力
解決」の時間ではなく、「自力挑戦」の時間に改革していくことを提案した。
　「自力挑戦」の時間を、①子どもが自力でまず挑戦する時間ととらえ、机間指導などによって無理に解決させない。②
一定時間は黙ったままと指示するのではなく、わからないこと、つまずきがあれば、その場や全体交流で出させる。③わ
からない場合でもじっと待っているのではなく、自力挑戦の時間は短く設定する。その時々の状況で、途中で全体交流や
小集団交流が入っても構わない。と定義して授業実践したら、考察で述べたような成果が得られた。
　これは、これからの指導観で求める子どもたちにつけたい生きて働く力、確かな学力につながるものと確信する。
　今後、様々な形で広めたい。また、さらに実践研究を積み重ね、精度の高いものにしていきたい。
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